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人間の心は自分の道を計画する。主が一歩一歩を備えてくださる。 

（箴言１６章９節） 

 

 

 

 

 

                                                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友のために自分の命を捨てること これ以上に大きな愛はない  ヨハネ 15 章 13 節 

 

 劇団四季のミュージカル「アナと雪の女王」を子ども達と一緒に鑑賞してきました。『真実の愛』を追い

求める作品のテーマは，子ども達の心にどのように届いているでしょうか。  

 ２人が遊ぶ中で作り上げた雪だるまのオラフに，幼少期の姉妹は「愛してるよ，オラフ。」と言葉をかけ

ます。愛をいっぱい感じて育ったオラフは，時を経て，自分の身を犠牲にしてアナの命を救い，そしてさら

に，傷心のアナに『真実の愛』を説きます。"Love is putting someone else’s needs before yours.”と。 

 ２人の姉妹愛の結晶オラフの行動や言葉は，まさに福音の語る『愛』なのではないでしょうか。本物の愛

に触れたからこそ，愛を行い，愛を語ることができるのだと思います。 

 １２日の全校保護者会のご講演を通して，伝わる愛の関わりについて共に考えていくことができれば幸

いです。私達の目の前にいる子ども達が，『真実の愛』に生きていくことができますように。  

Connessione
コ ン ネ ッ シ オ ー ネ

   ～つながり～   
  

校長  シスター 小 島 理 恵 

 ２学期も後半に入りました。マフラーや手袋を身につけて登校する子ども達が増えてきました。皆様，

お元気でお過ごしでしょうか。 

１０月中旬から，新型コロナウイルスの感染者数が再び増加に転じる傾向が見られるようになり，今

月に入ってからは予断を許さない状況となってまいりました。学校では，引き続き感染防止のためにで

きる限りの対策を講じて参りたいと思っております。 

さて，カトリック教会では伝統的に１１月を「死者の月」と呼び，亡くなられた方々に思いを馳せ， 

祈りをささげる月としています。先日の朝礼では，本校の初代校長で，今はもう天国におられるシスタ

ー アンジョリーナ・バローネのエピソードを紹介しました。私がシスターと最初にお会いしたのは，

もう 

すでに教職を引退され，修道院の受付の仕事をしておられる頃でした。シスターはたいへん大らかで歌

がお上手でした。十八番は２曲ありました。イタリア語の「Mamma」と「O sole mio」で，動作を付けな

がらよく歌ってくださっていたことを覚えています。 

現役の校長時代，ある教員が「経験をいろいろ積めることはすばらしいです。」と話したところ，シス

ターは「経験というものはできるものではありません，つくるものです。」とお答えになったそうです。

意味深いお言葉だと思います。 

  

  ～芸術鑑賞会を通して～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

             慰霊の日の集い 

 １１月１０日，目黒星美学園を創立されたマリア・ドメニカ・マザレロや 

シスター方，そして目黒星美学園に通っていた子ども達や教員で亡くなられた 

方々のために，祈りの時を過ごしました。Ｐ.Ａ.Ｍ.の子ども達を中心に， 

亡くなられた方々が天国で幸せな日々を送ることができるよう，みんなで心を 

こめてお祈りすることができました。 

        

  

11 月の学校より

 

ロザリオの集い 

 １０月は，毎日ロザリオのお祈りをしました。聖堂でお祈りする日は限られていましたが，聖堂では，

たくさんの子ども達が来てお祈りの時間を過ごしました。パイプオルガンの伴奏で歌う聖歌も格別なも

ので，聖堂は厳かな雰囲気に満ちていました。    

１０月の学校より～ 

                ５・6 年生による委員会がスタート！    

 １０月５日より，５.６年生による委員会の活動が始まりました。学校には児童会，宗教委員会，環境 

委員会，健康委員会，生活委員会，情報委員会，図書委員会，仲良し委員会があり，全員が学校をよりよく

するために活動をします。６年生と共に，自分ができることを一生懸命行おうとする，やる気あふれる５年

生の声を紹介します。    

  
                 初めての委員会                ５年生 

 5 年生は 10 月から委員会の活動がスタートしました。ぼくはとてもきん張していましたが，少し 

楽しみな感じもしていました。みんな同じ気持ちだったと思います。 

 ぼくは仲良し委員会に入りました。初めての仕事は１年生のお世話です。正直，ぼくは今まで 1 年生

と交流がなかったので，何をしているのか，どんなことが好きなのか，全くわからない状態でした。 

 実際に１年生の教室に行ってみると，朝の準備が終わっていない子がいたり，準備を終わらせて iPad

を使って時間をすごしている子がいたりしました。６年生は，すぐに話しかけに行っていて，とても 

かっこよかったです。だから，ぼくも来年は今の６年生のようになっていたいです。 

 

仲良し委員会 
1 年生のお世話をしています。 

委員会の掲示板 

各委員会が趣向を凝らしたポスターを 

作成しています。 

情報委員会 
朝礼の準備をしています。 


